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第
十
・
十
三
条

収
用
（
注
）

注

こ
の
条
の
規
定
は
、
附
属
書
十
Ｂ
（
収
用
）
の
規
定
に
従
っ
て
解
釈
す
る
。

１

い
ず
れ
の
締
約
国
も
、
対
象
投
資
財
産
に
つ
い
て
、
直
接
的
に
、
又
は
収
用
若
し
く
は
国
有
化
と
同
等
の
措
置
を

通
じ
て
、
収
用
又
は
国
有
化
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
収
用
」
と
い
う
。）を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

⒜

公
共
の
目
的
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒝

差
別
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
。

⒞

２
及
び
３
の
規
定
に
基
づ
く
補
償
の
支
払
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⒟

正
当
な
法
の
手
続
に
従
っ
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

１
⒞
に
規
定
す
る
補
償
は
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

⒜

遅
滞
な
く
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。（注
）

注

締
約
国
は
、
支
払
が
行
わ
れ
る
前
に
遵
守
す
る
必
要
が
あ
る
法
律
上
及
び
行
政
上
の
手
続
が
あ
り
得
る
こ
と
を
了
解
す
る
。

⒝

収
用
が
公
表
さ
れ
た
時
（
注
１
）
又
は
収
用
が
行
わ
れ
た
時
の
い
ず
れ
か
早
い
方
の
時
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
収
用
の
日
」と
い
う
。）に
お
け
る
収
用
さ
れ
た
投
資
財
産
の
公
正
な
市
場
価
格
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
注
２
、
注
３
、
注
４
）

注
１

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
つ
い
て
は
、
収
用
さ
れ
た
投
資
財
産
の
公
正
な
市
場
価
格
の
計
算
上
、
収
用
が
公
表
さ
れ
た
時
と
は
、
収
用
の
た
め
の
申
立

て
を
し
た
日
を
い
う
。

注
２

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国
、
韓
国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
収

用
さ
れ
た
投
資
財
産
の
公
正
な
市
場
価
格
の
計
算
上
、
収
用
の
日
と
は
、
収
用
が
行
わ
れ
た
日
の
前
日
を
い
う
。

注
３

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
及
び
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
は
、
収
用
さ
れ
た
投
資
財
産
の
公
正
な
市
場
価
格
の
計
算
上
、
収
用
の
日

と
は
、
権
限
の
あ
る
当
局
に
よ
る
収
用
の
決
定
が
発
出
さ
れ
た
日
を
い
う
。

注
４

タ
イ
に
つ
い
て
は
、
収
用
さ
れ
た
投
資
財
産
の
公
正
な
市
場
価
格
の
計
算
上
、
収
用
の
日
と
は
、
収
用
が
行
わ
れ
た
日
を
い
う
。

⒞

予
定
さ
れ
た
収
用
が
事
前
に
公
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
た
市
場
価
格
の
変
化
を
反
映
さ
せ
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
。

⒟

実
際
に
換
価
し
、
及
び
自
由
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３

補
償
は
、
当
該
補
償
が
遅
延
す
る
場
合
に
は
、
収
用
を
行
う
締
約
国
の
法
令
及
び
政
策
に
基
づ
く
妥
当
な
利
子
を

含
む
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
法
令
及
び
政
策
が
無
差
別
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

４

こ
の
条
の
規
定
は
、
知
的
財
産
権
に
関
す
る
強
制
実
施
許
諾
の
付
与
又
は
知
的
財
産
権
の
取
消
し
、
制
限
若
し
く

は
創
造
に
つ
い
て
は
、
そ
の
付
与
、
取
消
し
、
制
限
又
は
創
造
が
次
章
（
知
的
財
産
）
の
規
定
及
び
貿
易
関
連
知
的

所
有
権
協
定
に
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
適
用
し
な
い
。（注
）

注

締
約
国
は
、
こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
知
的
財
産
権
の
「
取
消
し
」
に
は
当
該
知
的
財
産
権
の
抹
消
又
は
無
効
化
を
含
む
こ
と
及
び
知
的
財
産

権
の
「
制
限
」
に
は
当
該
知
的
財
産
権
の
例
外
を
含
む
こ
と
を
認
識
す
る
。

５

１
か
ら
３
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
に
関
す
る
収
用
の
措
置
は
、
収
用
を
行
う
締
約
国
の
現
行
の
法
令

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
し
、
当
該
法
令
の
目
的
の
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
法
令

に
従
っ
た
補
償
の
支
払
を
伴
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
償
は
、
当
該
法
令
の
そ
の
後
の
改
正
で
あ
っ
て
、

補
償
の
額
に
関
す
る
も
の
が
土
地
の
市
場
価
格
の
一
般
的
な
動
向
に
応
じ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
改
正
に

従
う
。

第
十
・
十
四
条

利
益
の
否
認
（
注
）

注

締
約
国
は
、
い
つ
で
も
、
こ
の
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１

締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
、
当
該
他
の
締
約
国
の
法
人
で
あ
る
も
の
が
次
の
⒜
及
び
⒝
に
定

め
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
当
該
他
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
て
こ
の
章
の
規
定
に
よ

る
利
益
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

非
締
約
国
の
者
又
は
当
該
締
約
国
の
者
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
又
は
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⒝

当
該
締
約
国
以
外
の
締
約
国
の
領
域
に
お
い
て
実
質
的
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

２

締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
、
当
該
他
の
締
約
国
の
法
人
で
あ
る
も
の
を
非
締
約
国
の
者
が
所

有
し
、
又
は
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
締
約
国
が
、
当
該
非
締
約
国
又
は
当
該
非
締
約
国
の
者
に
関
す

る
措
置
（
当
該
法
人
と
の
取
引
を
禁
止
す
る
も
の
又
は
当
該
法
人
若
し
く
は
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
て
こ
の
章
の
規

定
に
よ
る
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
当
該
措
置
に
違
反
し
、
若
し
く
は
当
該
措
置
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

に
限
る
。）を
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
と
き
は
、
当
該
他
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
て
こ
の

章
の
規
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
、
当
該
他
の
締
約
国
の
法
人
で
あ
る
も
の
を
非
締
約
国
の
者
が
所

有
し
、
又
は
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
締
約
国
が
、
当
該
非
締
約
国
と
外
交
関
係
を
有
し
て
い
な
い
と

き
は
、
当
該
他
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
て
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
タ
イ
は
、
自
国
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
他
の
締
約
国
の
投
資
家
で
あ
っ
て
、
当
該

他
の
締
約
国
の
法
人
で
あ
る
も
の
が
非
締
約
国
又
は
タ
イ
の
自
然
人
又
は
法
人
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
又
は
支
配
さ

れ
て
い
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
て
、投
資
財
産
の
許
可
、

設
立
、
取
得
及
び
拡
張
に
関
す
る
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、
タ
イ
に
つ
い
て
は
、

⒜

法
人
が
締
約
国
又
は
非
締
約
国
の
自
然
人
又
は
法
人
に
よ
っ
て
「
所
有
」
さ
れ
る
と
は
、
当
該
締
約
国
又
は
非

締
約
国
の
自
然
人
又
は
法
人
が
当
該
法
人
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
持
分
を
受
益
者
と
し
て
所
有
す
る
場
合

を
い
う
。

⒝

法
人
が
締
約
国
又
は
非
締
約
国
の
自
然
人
又
は
法
人
に
よ
っ
て
「
支
配
」
さ
れ
る
と
は
、
当
該
締
約
国
又
は
非

締
約
国
の
自
然
人
又
は
法
人
が
当
該
法
人
の
役
員
の
過
半
数
を
指
名
し
、
又
は
当
該
法
人
の
活
動
に
つ
き
法
的
に

指
示
す
る
権
限
を
有
す
る
場
合
を
い
う
。

６

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
特
定
の
権
利
、
地
域
的
独
占
権
又
は
特
権
の
国
有
化
に
関
す
る
法
律
（
大
統
領
令
第
七
百
十
五

号
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
も
の
）を
回
避
す
る
行
為
を
処
罰
す
る
法
律（
連
邦
法
第
百
八
号
）（
別
名
ダ
ミ
ー
防
止
法
）（
そ

の
改
正
を
含
む
。）の
規
定
に
違
反
し
て
他
の
締
約
国
の
投
資
家
が
投
資
を
行
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
他
の

締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
対
し
て
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

締
約
国
は
、
他
の
締
約
国
又
は
非
締
約
国
の
投
資
家
が
金
融
活
動
作
業
部
会
の
勧
告
を
実
施
す
る
当
該
締
約
国
の

法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
投
資
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
他
の
締
約
国
又
は
非
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資

財
産
に
対
し
て
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
利
益
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
・
十
五
条

安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

第
十
七
・
十
三
条
（
安
全
保
障
の
た
め
の
例
外
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
次
の
い

ず
れ
か
の
こ
と
を
定
め
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒜

締
約
国
に
対
し
、
そ
の
開
示
が
自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
に
反
す
る
と
当
該
締
約
国
が
決
定
す
る
情

報
の
提
供
又
は
当
該
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
要
求
す
る
こ
と
。

⒝

締
約
国
が
次
の
事
項
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
。

国
際
の
平
和
又
は
安
全
の
維
持
又
は
回
復
に
関
す
る
自
国
の
義
務
の
履
行

自
国
の
安
全
保
障
上
の
重
大
な
利
益
の
保
護

第
十
・
十
六
条

投
資
の
促
進

締
約
国
は
、
特
に
次
の
事
項
を
通
じ
て
、
域
内
を
一
の
投
資
地
域
と
認
識
す
る
こ
と
を
促
進
し
、
及
び
向
上
さ
せ
る

よ
う
努
め
る
。

⒜

締
約
国
間
の
投
資
を
奨
励
す
る
こ
と
。

⒝

締
約
国
間
の
投
資
の
促
進
に
関
す
る
共
同
の
活
動
を
組
織
す
る
こ
と
。

⒞

事
業
取
引
の
あ
っ
せ
ん
の
催
し
を
促
進
す
る
こ
と
。

⒟

投
資
の
機
会
並
び
に
投
資
に
関
す
る
法
令
及
び
政
策
に
つ
い
て
の
様
々
な
説
明
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

並
び
に
当
該
説
明
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
。

⒠

投
資
の
促
進
に
関
係
す
る
相
互
に
関
心
を
有
す
る
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
。

第
十
・
十
七
条

投
資
の
円
滑
化

１

各
締
約
国
は
、
自
国
の
法
令
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
特
に
次
の
事
項
を
通
じ
て
、
締
約
国
間
の
投
資
を
円

滑
に
す
る
よ
う
努
め
る
。

⒜

あ
ら
ゆ
る
形
態
の
投
資
に
必
要
な
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
。

⒝

投
資
の
申
請
及
び
承
認
の
た
め
の
手
続
を
簡
素
化
す
る
こ
と
。

⒞

投
資
に
関
す
る
情
報
（
投
資
に
関
す
る
規
則
、
法
令
、
政
策
及
び
手
続
を
含
む
。）の
周
知
を
促
進
す
る
こ
と
。

⒟

そ
れ
ぞ
れ
の
締
約
国
に
お
い
て
、
投
資
家
に
対
し
て
支
援
及
び
助
言
（
事
業
免
許
及
び
事
業
許
可
の
円
滑
化
を

含
む
。）を
行
う
た
め
、
連
絡
部
局
、
投
資
に
関
す
る
総
合
窓
口
、
中
央
連
絡
先
そ
の
他
の
機
関
を
設
置
し
、
又
は

維
持
す
る
こ
と
。
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